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６
配
名
古
屋
大
学
医
学
部
の
濫
膓

江
戸
徳
川
幕
府
の
二
百
余
年
に
わ
た
る
鎖
国
政
策
か
ら
突
然

開
国
し
た
明
治
初
期
に
は
、
戊
申
戦
役
（
慶
応
四
年
～
明
治
二

年
）
、
西
南
戦
争
（
明
治
十
年
）
な
ど
の
内
戦
で
経
済
的
に
は
疲

弊
の
底
に
あ
り
な
が
ら
も
、
怒
濤
の
如
く
押
し
寄
せ
た
西
欧
文

化
の
導
入
は
日
本
将
来
の
重
要
課
題
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。

名
古
屋
大
学
医
学
部
の
前
身
は
、
明
治
四
年
名
古
屋
藩
に
よ

り
設
立
さ
れ
た
仮
医
学
校
、
仮
病
院
に
遡
に
遡
る
。
設
立
ま
で

の
経
緯
や
、
明
治
四
年
七
月
の
廃
藩
置
県
、
十
一
月
の
学
制
改

革
に
伴
う
二
回
の
閉
校
の
歴
史
に
関
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら

れ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
、
そ
の
創
設
や
運
営
に
貢
献
し
た
四
人

に
焦
点
を
絞
り
報
告
す
る
。

一
・
徳
川
慶
勝

尾
張
名
古
屋
藩
第
十
四
代
、
第
十
七
代
当
主
の
慶
勝
は
、
武

力
と
と
も
に
教
育
機
関
の
整
備
を
重
視
し
た
。
教
育
と
し
て
、

高
橋
昭

名
古
屋
大
学
名
誉
教
授

従
来
の
漢
学
中
心
か
ら
、
皇
学
（
国
学
）
お
よ
び
西
洋
を
念
頭

に
置
い
た
教
育
の
充
実
、
医
学
へ
の
変
化
を
図
っ
た
。
明
治
四

年
建
議
の
五
条
を
発
布
し
、
そ
の
第
一
条
に
地
方
学
校
の
整
備

を
命
じ
た
。

明
治
三
年
十
一
月
頃
徳
川
慶
宣
（
慶
勝
の
子
）
が
原
因
不
明

の
病
に
罹
患
し
て
お
り
、
漢
方
医
に
よ
る
処
置
を
受
け
て
い
た

も
の
の
治
癒
し
な
か
っ
た
た
め
、
江
戸
か
ら
松
本
順
が
招
か
れ
、

そ
の
治
療
に
当
た
っ
た
と
こ
ろ
、
十
五
日
で
改
善
し
た
こ
と
が

あ
り
、
こ
れ
が
慶
勝
の
心
を
大
き
く
動
か
し
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。明

治
二
年
六
月
、
藩
籍
奉
還
に
伴
い
、
尾
張
藩
は
名
古
屋
藩

と
改
称
し
た
。

明
治
四
年
八
月
八
日
に
、
名
古
屋
藩
は
「
名
古
屋
藩
元
評
定

所
」
に
仮
病
院
を
設
置
し
、
九
日
か
ら
開
業
す
る
旨
布
告
し
た
。

名
古
屋
大
学
医
学
部
の
発
祥
で
あ
る
。

徳
川
慶
勝
に
よ
る
病
院
布
告
に
は
次
項
の
伊
藤
圭
介
ら
に
よ

る
建
議
が
大
き
な
動
機
と
な
っ
た
。

二
・
伊
藤
圭
介

楢
林
宗
建
に
よ
り
わ
が
国
に
導
入
さ
れ
た
種
痘
は
各
藩
に
急
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速
に
普
及
し
た
。
尾
張
で
は
、
奥
医
師
見
習
で
あ
っ
た
伊
藤
圭

介
が
、
鈴
木
容
蔵
と
と
も
に
名
古
屋
城
近
く
の
大
津
町
（
現
名

古
屋
市
中
区
錦
三
丁
目
）
に
種
痘
所
を
設
け
た
。
明
治
三
年
八

月
頃
、
伊
藤
圭
介
は
旧
奥
医
師
の
石
井
隆
庵
、
中
島
三
伯
と
と

も
に
、
自
ら
が
主
宰
し
て
い
た
こ
の
種
痘
所
を
中
心
に
し
て
洋

医
学
校
の
設
立
を
名
古
屋
藩
に
建
議
し
た
。

三
・
井
関
盛
艮

明
治
四
年
七
月
十
四
日
廃
藩
置
県
の
詔
書
が
出
さ
れ
、
名
古

屋
藩
は
名
古
屋
県
と
な
り
、
医
学
校
は
廃
止
さ
れ
た
。
名
古
屋

県
が
復
活
を
布
告
し
た
が
、
直
後
の
十
一
月
に
学
制
改
革
が
な

さ
れ
再
度
廃
校
と
な
っ
た
。
十
一
月
十
二
月
十
二
日
か
ら
権
令

と
し
て
井
関
盛
艮
（
い
せ
き
も
り
と
め
）
が
任
命
さ
れ
た
。
翌

明
治
五
年
四
月
二
日
、
名
古
屋
県
は
愛
知
県
と
改
称
さ
れ
、
井

関
が
引
き
続
き
権
令
の
役
に
当
た
っ
た
。

井
関
は
旧
宇
和
島
藩
士
で
、
慶
応
二
年
藩
命
に
よ
り
長
崎
に

行
き
、
坂
本
竜
馬
・
本
木
昌
造
ら
と
知
己
に
な
り
、
海
外
事
情

に
も
通
じ
て
い
た
。
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ー
か
ら
高
く
評
価
さ

行
き
、
坂
本
竜
馬
．
、

に
も
通
じ
て
い
た
。

れ
た
人
材
で
あ
っ
た
。

井
関
は
廃
藩
に
伴
い
廃
校
の
運
命
に
曝
さ
れ
た
旧
藩
立
の
医

学
校
を
私
見
に
よ
っ
て
県
下
の
豪
商
な
ど
に
呼
び
か
け
、
資
金

を
調
達
し
て
医
学
校
の
復
活
に
努
め
、
「
義
病
院
」
を
仮
設
し
た
。

こ
れ
は
第
二
代
県
令
鷲
尾
隆
聚
の
時
代
に
な
り
、
明
治
八
年
、

西
本
願
寺
別
院
に
病
院
を
再
開
、
翌
七
年
に
は
公
立
医
学
講
習

所
と
し
て
復
活
、
以
後
た
び
た
び
の
改
称
と
昇
格
を
経
て
、
今

日
の
名
古
屋
大
学
医
学
部
へ
と
変
遷
し
た
。

四
後
藤
新
平

明
治
十
年
、
愛
知
県
公
立
病
院
・
医
学
校
が
天
王
崎
町
に
新

築
移
転
し
た
。
須
賀
川
医
学
校
で
医
学
を
学
ん
だ
後
藤
新
平
は
、

明
治
九
年
八
月
に
着
任
、
同
十
四
年
に
は
校
長
・
病
院
長
に
昇

任
し
た
。
同
十
五
年
に
文
部
省
通
達
第
四
号
に
よ
り
医
学
校
が

甲
・
乙
の
二
種
に
大
別
さ
れ
た
時
、
後
藤
は
人
材
確
保
に
奔
走

し
、
学
科
基
準
を
満
足
す
る
よ
う
努
力
を
重
ね
、
文
部
省
令
の

基
準
を
満
足
さ
せ
、
甲
種
医
学
校
の
認
可
を
得
た
。
名
古
屋
大

学
医
学
部
の
基
盤
は
こ
の
時
に
で
き
上
が
っ
た
。


